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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の変調方式の各々に対応した理想コンスタレーションテーブルに含まれる理想コン
スタレーションポイントを含んだ共通理想コンスタレーションテーブルと、
　ＯＦＤＭ復調したデジタル放送信号の周波数軸信号から測定コンスタレーションポイン
トを求め、前記共通理想コンスタレーションテーブルに含まれる前記理想コンスタレーシ
ョンポイントに基づいて、前記測定コンスタレーションポイントに対応する推定理想コン
スタレーションポイントを推定し、前記推定理想コンスタレーションポイントと前記測定
コンスタレーションポイントとの誤差ベクトルを算出する比較部と、
　前記推定理想コンスタレーションポイントと前記誤差ベクトルとに基づいて、変調誤差
比を算出するＭＥＲ算出部と
　を備える変調誤差比測定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の変調誤差比測定装置であって、
　前記共通理想コンスタレーションテーブルは、６４ＱＡＭと、１６ＱＡＭと、ＱＰＳＫ
と、ＢＰＳＫ用の前記理想コンスタレーションテーブルに含まれる前記理想コンスタレー
ションポイントを含む
　変調誤差比測定装置。
【請求項３】
　複数の変調方式の各々に対応した理想コンスタレーションテーブルに含まれる理想コン
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スタレーションポイントを共通理想コンスタレーションテーブルへ含めるステップと、　
　ＯＦＤＭ復調したデジタル放送信号の周波数軸信号から測定コンスタレーションポイン
トを求めるステップと、
　共通理想コンスタレーションテーブルに含まれる前記理想コンスタレーションポイント
に基づいて前記測定コンスタレーションポイントに対応する推定理想コンスタレーション
ポイントを推定するステップと、
　前記推定理想コンスタレーションポイントと前記測定コンスタレーションポイントとの
誤差ベクトルを算出するステップと、
　前記推定理想コンスタレーションポイントと前記誤差ベクトルとに基づいて変調誤差比
を算出するステップと
　を備える変調誤差比測定方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の変調誤差比測定方法であって、
　前記共通理想コンスタレーションテーブルは、６４ＱＡＭと、１６ＱＡＭと、ＱＰＳＫ
と、ＢＰＳＫ用の前記理想コンスタレーションテーブルに含まれる前記理想コンスタレー
ションポイントを含む
　変調誤差比測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、変調誤差比測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上デジタル放送に用いられる、ＩＳＤＢ－Ｔ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ）システム
において、デジタル放送信号であるＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）信号の送信機の信号品質を測定する
パラメータの１つに変調誤差比（ＭＥＲ：Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａｔｉ
ｏ）がある。ＭＥＲは、測定信号と、測定信号に最も近い理想コンスタレーションポイン
トのベクトル誤差との電力比によって求められる。従来、ＭＥＲ測定においては、測定信
号に含まれる伝送多重制御信号（ＴＭＣＣ信号：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）を復
号化して、地上デジタル放送の各階層（Ａ層、Ｂ層、Ｃ層）毎の伝送パラメータである変
調方式やセグメント数を取得して、測定信号と比較対照する理想コンスタレーションポイ
ントテーブルを選択する必要があった。
【０００３】
　ＭＥＲ測定に関連する技術として、特許文献１が公開されている。特許文献１は、デジ
タル放送信号における各階層の変調誤差比を簡単に測定する変調誤差比測定装置を開示し
ている。以下、図１から図６を用いて、特許文献１の変調誤差比測定装置を説明する。ま
ず、図１は、特許文献１の変調誤差比測定装置の構成を示している。図１の変調誤差比測
定装置は、信号変換部１０と、信号パラメータ検出部２０と、測定部３０を備える。
【０００４】
　信号変換部１０は、周波数変換部１１とＡ／Ｄ変換部１２とＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕ
ｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）部１３を備える。
　周波数変換部１１は、図示されない送信機から送信されるデジタル放送信号を分岐して
入力する。デジタル放送信号は、ＩＳＤＢ－Ｔに規定される送信信号である。周波数変換
部１１は、デジタル放送信号の周波数を中間周波数（ＩＦ：Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）へ変換して、中間周波数信号としてＡ／Ｄ変換部１２へ出力する。
　Ａ／Ｄ変換部１２は、周波数変換部１１から中間周波数信号を入力する。Ａ／Ｄ変換部
１２は、中間周波数信号をＡ／Ｄ変換してデジタル信号へ変換する。Ａ／Ｄ変換部１２は
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、デジタル信号を直交復調して、Ｉ層、Ｑ層からなるベースバンド信号へ変換し、ＦＦＴ
部１３へ出力する。
　ＦＦＴ部１３は、ベースバンド信号を入力する。ＦＦＴ部１３は、ベースバンド信号を
ＦＦＴ処理によりＯＦＤＭ復調して周波数軸信号に変換しサブキャリアを検出する。ＦＦ
Ｔ部１３は、伝播路の周波数特性に基づいて周波数軸信号の等化処理を行って、信号パラ
メータ検出部２０と、測定部３０へ出力する。
【０００５】
　信号パラメータ検出部２０は、信号変換部１０から周波数軸信号を入力する。信号パラ
メータ検出部２０は、周波数軸信号に含まれるＴＭＣＣ信号を復調、復号して、デジタル
放送信号における各階層毎のセグメント数や変調方式等の信号パラメータを取得し、測定
部３０へ出力する。
【０００６】
　測定部３０は、選択切替部３１と、比較部３６、ＭＥＲ算出部３７と、６４ＱＡＭ（Ｑ
ｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）用理想コンスタレー
ションポイントテーブル３２、１６ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル３
３、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）用理想
コンスタレーションポイントテーブル３４、ＢＰＳＫ（Ｂｉｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈ
ｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）用理想コンスタレーションポイントテーブル３５の理想コンスタ
レーションポイント４０を備える。
【０００７】
　選択切替部３１は、信号パラメータ検出部２０から、信号パラメータを入力する。選択
切替部３１は、信号パラメータに基づいて、デジタル放送信号の各階層毎の変調方式に合
わせた理想コンスタレーションポイントテーブルを選択する。選択切替部３１は、選択さ
れた理想コンスタレーションポイントテーブル（以下、選択理想コンスタレーションポイ
ントテーブルと呼ぶ。）と、信号パラメータを比較部３６へ出力する。
　ここで、図２から図５は、各変調方式用の理想コンスタレーションポイントテーブルを
示している。図２は、６４ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル３２を示し
ている。図３は、１６ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル３３を示してい
る。図４は、ＱＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル３４を示している。図
５は、ＢＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル３５を示している。
【０００８】
　比較部３６は、ＦＦＴ部１３から周波数軸信号を入力する。また、比較部３６は、選択
理想コンスタレーションポイントテーブルと、信号パラメータを入力する。比較部３６は
、周波数軸信号を、信号パラメータに基づいてＡ層からＣ層の各階層へ区分けして、各階
層に対応する復調方式で復調し、測定コンスタレーションポイント４１を求める。さらに
、比較部３６は、各階層毎に対応する選択理想コンスタレーションポイントテーブルに基
づいて、測定コンスタレーションポイント４１に対応する理想コンスタレーションポイン
ト４０を推定する。比較部３６は、推定した理想コンスタレーションポイント４０（以下
、推定理想コンスタレーションポイント）と、測定コンスタレーションポイント４１に基
づいて、両コンスタレーションポイントのポイント誤差である誤差ベクトルを求める。比
較部３６は、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルをＭＥＲ算出部３７へ
出力する。
【０００９】
　ＭＥＲ算出部３７は、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルに基づいて
ＭＥＲを算出する。ＭＥＲ算出部３７は、ＭＥＲを後段の処理へ出力する。後段の処理で
は、図示されない表示部等へＭＥＲの出力等を行う。
【００１０】
　図６は、理想コンスタレーションポイント４０と測定コンスタレーションポイント４１
との関係を示している。なお、実際のＭＥＲ算出において、図６の理想コンスタレーショ
ンポイント４０は、推定理想コンスタレーションポイントとなる。図６において、理想コ
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ンスタレーションポイント４０を（Ｉｉｄ，Ｑｉｄ）、測定コンスタレーションポイント
４１を（Ｉｒｘ，Ｑｒｘ）とすると、理想コンスタレーションポイント４０と測定コンス
タレーションポイント４１とのポイント誤差（δＩ，δＱ）は、δＩ＝Ｉｒｘ－Ｉｉｄ、
δＱ＝Ｑｒｘ－Ｑｉｄである。
【００１１】
　理想コンスタレーションポイント４０の理想コンスタレーションベクトル４２（Ｓ）は
、
【数１】

であり、ポイント誤差の誤差ベクトル４３（Ｄ）は、
【数２】

であり、ＭＥＲは、理想コンスタレーションベクトル４２と誤差ベクトル４３の電力比で
求められ、
【数３】

である。
【００１２】
　以上が、特許文献１に開示された変調誤差比測定装置の説明である。このように、従来
のＭＥＲ測定においては、ハードウェアによってＴＭＣＣ信号を複合化し、信号パラメー
タを検出する必要があった。
【特許文献１】特開２００５－０２６７８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の目的は、簡易な構成でＭＥＲを算出することが可能な変調誤差比測定装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の変調誤差比測定装置は、複数の変調方式の各々に対応した理想コンスタレーシ
ョンテーブルに含まれる理想コンスタレーションポイントを含んだ共通理想コンスタレー
ションテーブルと、ＯＦＤＭ復調したデジタル放送信号の周波数軸信号から測定コンスタ
レーションポイントを求め、共通理想コンスタレーションテーブルに含まれる理想コンス
タレーションポイントに基づいて、測定コンスタレーションポイントに対応する推定理想
コンスタレーションポイントを推定し、推定理想コンスタレーションポイントと測定コン
スタレーションポイントとの誤差ベクトルを算出する比較部と、推定理想コンスタレーシ
ョンポイントと誤差ベクトルとに基づいて、変調誤差比を算出するＭＥＲ算出部とを備え
る。
【００１５】
　変調誤差比測定方法は、複数の変調方式の各々に対応した理想コンスタレーションテー
ブルに含まれる理想コンスタレーションポイントを共通理想コンスタレーションテーブル
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へ含めるステップと、ＯＦＤＭ復調したデジタル放送信号の周波数軸信号から測定コンス
タレーションポイントを求めるステップと、共通理想コンスタレーションテーブルに含ま
れる理想コンスタレーションポイントに基づいて測定コンスタレーションポイントに対応
する推定理想コンスタレーションポイントを推定するステップと、推定理想コンスタレー
ションポイントと測定コンスタレーションポイントとの誤差ベクトルを算出するステップ
と、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルとに基づいて変調誤差比を算出
するステップとを備える。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、簡易な構成でＭＥＲを算出することが可能な変調誤差比測定装置を提
供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　添付図面を参照して、本発明の実施形態による変調誤差比測定装置を以下に説明する。
【００１８】
［構成の説明］
　始めに、本実施形態における変調誤差比測定装置の構成の説明を行う。図７は、本実施
形態における変調誤差比測定装置の構成を示している。本実施形態の変調誤差比測定装置
は、信号変換部１０と、測定部３０とを備える。
【００１９】
　信号変換部１０は、周波数変換部１１と、Ａ／Ｄ変換部１２と、ＦＦＴ部１３とを備え
る。信号変換部１０の各構成は、図１で説明を行った従来技術と同様であるので説明を省
略する。
【００２０】
　測定部３０は、比較部３６と、ＭＥＲ算出部３７と、共通理想コンスタレーションポイ
ントテーブル３８とを備える。
【００２１】
　共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８は、デジタル放送信号の全てのセグ
メントにおいて共通に使用することができる理想コンスタレーションポイントテーブルで
ある。図８は、共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８を示している。図８に
示すとおり、共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８は、複数の変調方式の理
想コンスタレーションポイントテーブルの各理想コンスタレーションポイント４０を含む
。本実施形態において、複数の変調方式とは、前述した各変調方式である。すなわち、共
通理想コンスタレーションポイントテーブル３８は、図２に示した６４ＱＡＭ用理想コン
スタレーションポイントテーブル３２、図３に示した１６ＱＡＭ用理想コンスタレーショ
ンポイントテーブル３３、図４に示したＱＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテー
ブル３４、及び図５に示したＢＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル３５の
各理想コンスタレーションポイントを含んでいる。
　なお、本実施形態では、ＩＳＤＢ－Ｔに基づくＯＦＤＭ信号を想定しているため、共通
理想コンスタレーションポイントテーブル３８は、上記の各変調方式に基づく理想コンス
タレーションポイントテーブルを含んでいる。しかし、共通理想コンスタレーションポイ
ントテーブル３８が含む理想コンスタレーションポイントテーブルの変調方式はこれに限
定しない。
【００２２】
　本実施形態において、比較部３６は、共通理想コンスタレーションポイントテーブル３
８に含まれる各理想コンスタレーションポイントを用いて、測定コンスタレーションポイ
ント４１との誤差ベクトルを求める。そのため、送信機から送信されるデジタル放送信号
に含まれるＴＭＣＣ信号を復調、復号し、ＴＭＣＣ信号に基づいて選択理想コンスタレー
ションポイントテーブルを選択する必要がない。これにより、前述した信号パラメータ検
出部２０および選択切替部３１等の構成が不要となり、簡易な構成でＭＥＲを測定するこ
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とができる。
　比較部３６は、ＦＦＴ部１３から周波数軸信号を入力する。比較部３６は、周波数軸信
号を復調し、測定コンスタレーションポイント４１を求める。さらに、比較部３６は、共
通理想コンスタレーションポイントテーブル３８の各理想コンスタレーションポイントに
基づいて、測定コンスタレーションポイント４１に対応する理想コンスタレーションポイ
ント４０を推定する。比較部３６は、推定した理想コンスタレーションポイント４０（以
下、推定理想コンスタレーションポイント）と、測定コンスタレーションポイント４１に
基づいて誤差ベクトルを求める。比較部３６は、推定理想コンスタレーションポイントと
誤差ベクトルをＭＥＲ算出部３７へ出力する。
【００２３】
　ＭＥＲ算出部３７は、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルに基づいて
、前述した数式（３）のＭＥＲ算出式によりＭＥＲを算出する。ＭＥＲ算出部３７は、Ｍ
ＥＲを後段の処理へ出力する。
【００２４】
　以上が、本実施形態における変調誤差比測定装置の構成の説明である。
【００２５】
［動作方法の説明］
　次に図９を用いて、本実施形態における変調誤差比測定装置の動作方法の説明を行う。
図９は、本実施形態における変調誤差比測定装置の動作フローを示している。
【００２６】
（ステップＳ１０）
　周波数変換部１１は、図示されない送信機から送信されるデジタル放送信号を分岐して
入力する。周波数変換部１１は、デジタル放送信号の周波数を中間周波数へ変換して、中
間周波数信号（ＩＦ：Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）としてＡ／Ｄ変
換部１２へ出力する。
【００２７】
（ステップＳ２０）
　Ａ／Ｄ変換部１２は、周波数変換部１１から中間周波数信号を入力する。Ａ／Ｄ変換部
１２は、中間周波数信号をＡ／Ｄ変換してデジタル信号へ変換する。Ａ／Ｄ変換部１２は
、デジタル信号を直交復調して、Ｉ層、Ｑ層からなるベースバンド信号へ変換し、ＦＦＴ
部１３へ出力する。
【００２８】
（ステップＳ３０）
　ＦＦＴ部１３は、ベースバンド信号を入力する。ＦＦＴ部１３は、ベースバンド信号を
ＦＦＴ処理によりＯＦＤＭ復調して周波数軸信号に変換しサブキャリアを検出する。ＦＦ
Ｔ部１３は、伝播路の周波数特性に基づいて周波数軸信号の等化処理を行って、測定部３
０へ出力する。
【００２９】
（ステップＳ４０）
　測定部３０の比較部３６は、ＦＦＴ部１３から周波数軸信号を入力する。比較部３６は
、周波数軸信号を復調し、測定コンスタレーションポイント４１を求める。さらに、比較
部３６は、共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８に含まれる各理想コンスタ
レーションポイントに基づいて、測定コンスタレーションポイント４１に対応する理想コ
ンスタレーションポイント４０を推定する。比較部３６は、推定した理想コンスタレーシ
ョンポイント４０（以下、推定理想コンスタレーションポイント）と、測定コンスタレー
ションポイント４１に基づいて誤差ベクトルを求める。比較部３６は、以下、推定理想コ
ンスタレーションポイントと誤差ベクトルをＭＥＲ算出部３７へ出力する。
【００３０】
（ステップＳ５０）
　ＭＥＲ算出部３７は、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルに基づいて
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、前述した数式（３）のＭＥＲ算出式によりＭＥＲを算出する。ＭＥＲ算出部３７は、Ｍ
ＥＲを後段の処理へ出力する。
【００３１】
　以上が、本実施形態における変調誤差比測定装置の動作方法の説明である。
【００３２】
　ここまで説明してきたとおり、共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８は、
デジタル放送信号において使用される各変調方式用の理想コンスタレーションポイントテ
ーブルの理想コンスタレーションポイント４０を含んでいる。共通理想コンスタレーショ
ンポイントテーブル３８は、デジタル放送信号の全てのセグメントにおいて共通に使用す
ることができるため、ＴＭＣＣ信号に含まれる信号パラメータに基づいて選択理想コンス
タレーションポイントを選択する必要が無い。比較部３６は、測定コンスタレーションポ
イント４１に基づいて共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８から推定理想コ
ンスタレーションポイントを求める。比較部３６は、推定理想コンスタレーションポイン
トと、測定コンスタレーションポイント４１に基づいて誤差ベクトルを求め、ＭＥＲ算出
部３７は、推定理想コンスタレーションポイントと誤差ベクトルに基づいてＭＥＲを算出
する。このように構成することによって、従来の信号パラメータ検出部２０および選択切
替部３１等の構成が不要となり、簡易な構成で変調誤差比を測定することができる。
【００３３】
　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に限定される
ものではない。本発明の構成や詳細には、本発明の範囲内で当業者が理解し得る様々な変
更を行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】従来の変調誤差比測定装置を示す図である。
【図２】６４ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル３２を示す図である。
【図３】１６ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル３３を示す図である。
【図４】ＱＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル３４を示す図である。
【図５】ＢＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル３５を示す図である。
【図６】理想コンスタレーションポイント４０と測定コンスタレーションポイント４１と
の関係を示す図である。
【図７】本実施形態における変調誤差比測定装置の構成を示す図である。
【図８】共通理想コンスタレーションポイントテーブル３８を示す図である。
【図９】本実施形態における変調誤差比測定装置の動作フローである。
【符号の説明】
【００３５】
１０　信号変換部
１１　周波数変換部
１２　Ａ／Ｄ変換部
１３　ＦＦＴ部
２０　信号パラメータ検出部
３０　測定部
３１　選択切替部
３２　６４ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル
３３　１６ＱＡＭ用理想コンスタレーションポイントテーブル
３４　ＱＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル
３５　ＢＰＳＫ用理想コンスタレーションポイントテーブル
３６　比較部
３７　ＭＥＲ算出部
３８　共通理想コンスタレーションポイントテーブル
４０　理想コンスタレーションポイント
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４１　測定コンスタレーションポイント
４２　理想コンスタレーションベクトル
４３　誤差ベクトル

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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